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例会日 ２０１２．３．６ 累計 №１２１３ 当年 №３３ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶：星野義男会長 

皆さん、こんにちは。 

先週は急に例会を欠席致しまして、出席するこ

と・参加することに大事をおいてきた私ですが、

皆さんに大変申しわけなく思っております。 

常日頃この場所から体調にご留意下さいと皆さ

んにお話ししてきたものですから、これからは

最も自分に厳しく体調管理していきたいものです。 

さて、ようやく春らしい日差しが感じられるようになってきま

した。先月、うちの孫娘が保育園からの帰り道、本成寺さまの

桜の木の枝を拾い持ち帰って来ました。雪の重みで折れた枝で

しょうか。家の花瓶に生け眺めているうちに日に日につぼみは

膨み、ささやかですが私たちの心にも暖かな春を届けてくれて

いるようなそんな気持ちになりました。一方、あの凍てついた

地面に落ちていた棒きれのような枝からは、想像も出来ないよ

うな華麗な花を咲かせようとする自然の生命力に圧倒される思

いでした。わが身を振り返れば、表面的にはガサガサやシワシ

ワかもしれませんが、もうひと花、優しい華を咲かせることが

できればと望んでいます。 

庭に草木が芽吹き、花が咲き孫娘がコトコトと遊び始める事を

想像しながら、暖かな春を待ちわびる今日この頃です。 

ありがとうございました。 

 

幹事報告：石川一昭幹事  

・安達ＧＳＥ委員より  

ＧＳＥに関するオリエンテーションのご案内 

 日時 平成２４年３月１４日（水）18：00～     

 会場 三条ロイヤルホテル     

・ＮＰＯ三条成人式サポート協会より  

事業協賛のお願い 

・盛岡西北ＲＣより ソーラー街灯設置支援協力依頼 

 

お客様紹介＆３月のお祝い 

 

 

８０才の笑顔です 

７日がお誕生日 

＆結婚記念日 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長：カルヤン・バネルジー 

（インド・グジャラート） 

地区ガバナー：石本隆太郎 （新潟ＲＣ） 

 

三条北ＲＣ会長：星野 義男 

三条北ＲＣ幹事：石川 一昭               

三条北ＲＣＳＡＡ：丸山  勝 

                             

■出席状況 

・本日の出席：７０名中４１名 

・先々週の出席率：７０名中５１名 

７２．８６％ （前年同期７２．４６％） 

   

 

■本日の行事：「識字率向上月間」卓話 

「参加する分だけ価値がある」 

      
■本日のゲスト： 

 ＲＩ第２５６０地区Ｒ財団ＧＳＥ委員 

   チャーリー・Ｃ・ストラットン様 

 

■本日のオブザーバー： 福岡信行様 

 

■先週のメークアップ：（敬称略） 

  ３月１日見附ＲＣ   中條耕二 

     １日三条ＲＡＣ例会 

         星野義男、石川一昭 

     ２日吉田ＲＣ   中條耕二 

     ６日親睦活動委員会 

         外山裕一、石黒隆夫 

石丸 進、羽賀一真 

         本田芳久、高橋研一 

         平出冨士夫、渡辺 徹 

         目黒由賀利 

 

 

 「ロータリーの友３月号」紹介 
６頁「ボクとワタシの図書館」 

40頁「同論・異論」 

50頁「ロータリーの綱領」の 

和訳について 
 

        
     

 

 

 

 

 例会日：火曜日 12:30 ～ 13:30 

例会場：三条ロイヤルホテル TEL 34-8111 FAX 34-8114 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内  

TEL 0256-35-7160 FAX 0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org 

発行：三条北ロータリークラブ 会報委員会 
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理事会報告：第９回 

開催場所：平成２４年３月６日（火）１１：３０～１２：３０ 出席数：１４/１５（内委任状１） 

出席者：星野義男 早川瀧雄 斎藤 正 石川一昭 佐藤義英 丸山 勝 小林繁男 石川友意 

    外山裕一 渋谷義徳 大野新吉 金子太一郎 山中 正 米山キクエ 

協議事項１．ＧＳＥメンバー受け入れについて      承認 

      ４/４～４/８ ホームステイ２名 下村会員宅で受け入れ 

      ４/５（木）は北ＲＣ担当 

    ２．「お菓子放浪記」上映実行委員会参加依頼の件 承認 

       実行委員会に参加（協力内容としては会員に広報する） 

    ３．成人式サポート事業協賛依頼の件       承認 

      協賛金１０,０００円ニコニコＢＯＸより 

    ４．報告事項                  承認 

       次年度副幹事（丸山年度幹事）岡田 健会員 

 

委員会報告： 

会報委員会「ロータリーの友３月号」紹介 先月は風邪で一回休ませて頂きました。

早めの体験感染で抗体もしっかり出来たと見え、その後はすこぶる快調です。あと

３ヶ月しっかり努めます。 

今月は識字率向上月間とあり、何か特集があるかと思いましたが、往年のブリジッ

ド・バルドーみたいな美女の方のカナダでの立派な活動成果が紹介されていますが、他の特集記

事はない様です。同論・異論ではロータリークラブには広報(外部に向けた宣伝活動の事かと解釈

しましたが)は必要か不要か、の意見が特集されています。ニュアンスの違いはあるものの、必要

とする意見が多数で、やめた方が良いとの意見も、各自がロータリーのバッジを付けて広告塔た

るべしとのなかなかに却って荷の重いご意見です。陰徳陽報ではもう時勢に合いませんので強力

なＰＲ技術も必要というご意見多数と感じました。 

ロータリーの綱領和訳文変更についての経緯が紹介されています。組織が肥大すると字句の変更

だけでも、すごいエネルギーが必要になるものらしいです。クラブに於いて、更なる向上を目指

す方には大変参考になる事例と思います。ご一読を。 

親睦活動 次週１３日のボウリング大会１６：３０集合 三条駅前サカイボウル  

時間厳守で宜しくお願いします。 表彰式＆夜例会は１９：００よりロイヤルホテル 

豪華賞品を用意しておりますので皆さんケガの無いように頑張って下さい。 

 

■ロータリ財団ＢＯＸ：６日現在累計３８２,０００円 

中條 耕二君 上越からチャーリーさんがおいでになり、私とは親友と言っても良いと思います。

ありがとうございます。 

 

■米山奨学ＢＯＸ：６日現在累計３０６,０００円 

阿部  勝子君 米山さんに協力します。御苦労様です。 

金子太一郎君 米山奨学の米山委員長にご協力。 

岡田 大介君 ボックスに協力 

石川 一昭君 米山委員長に協力!! 
米山 忠俊君 ３月に入りました。もう雪は大丈夫でしょう。 

石丸 孝行君 協力 （先週号で掲載漏れでした。大変失礼致しました。お詫び申し上げます） 

 

■ニコニコＢＯＸ：６日現在累計７２６,０００円 

星野 義男君 福岡さん入会宜しくお願いします。チャーリーさん卓話ありがとうございます。 

石川 一昭君 高田ＲＣチャーリーさんようこそ、卓話宜しくお願いします。 

柄沢 憲司君 福岡さんの入会、宜敷く 

山上 茂夫君 お陰様で明日７日８０才の誕生日と結婚記念日を迎えます（Ｓ７年）。 
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感謝で生きるのみです。お願い致します。 

木宮  隆君 福岡君の入会を歓迎して 

樋口 金占君 ビバ！今日バンちゃんが退院するとのこと。本当に売れしいかぎりです！ 

馬場直次郎君 同上 

笹原 壯玄君 ボックスに協力 

落合 益夫君 ニコニコのご協力に感謝します。 

 

本日の行事：「識字率向上月間」  

ＲＩ第２５６０地区Ｒ財団ＧＳＥ委員 チャールズ・Ｃ・ストラットン様 

（ＮＰＯ国際フリースクールＩＣＡＮ スタッフリーダー） 

講師プロフィール：１９９０年に来日。 

ＡＬＴ(英語指導助手)として中学校で４年間勤務。 

１９９５年ＩＣＡＮスクール設立。 

２００５年 NPO 法人国際フリースクール ICAN として認定。 

 

卓話「参加する分だけ価値がある」 

識字率向上月間にお招き頂き、実は大変申し訳ない気持ちでおります。新潟県内にあるロータリ

ークラブの中で一番漢字が読めない私をご招待頂いて誠に有難うございました。 

自己紹介させて頂きますと、私は平成二年に初めて来日し、上越市大潟区（当時、大潟町）の ALT

（英語指導助手）として務めさせて頂きました。その四年後、アメリカに帰るか、日本に残るか

と悩んでいた時、上越市のある社長様から「子どもにライフ･スキルを教える学校を一緒に作る

か？」とお声掛け頂き、実は話がよくわからないまま「OK！」と言っていました。それが今の

仕事である NPO 法人フリースクール ICAN のスタートだったのです。 

かれこれ１６年前の話ですが、その「YES」が色々なことを始めるきっかけとなりました。その

時、「OK！」と言わなかったら、きっとここには居なかったかもしれません。 

私とロータリーの付き合いも同じような始まりでした。当時、大島ガバナーの命令（？！）を受

け、初めてロータリアンとなりました。最初は右も左もわからなくて、正直『年上の社長さん達

の集まり会』という印象でした。出席率があまりよくなかった私にとっては、失礼ながら『ラン

チ会』というイメージでもありました。 

その中でも必ず参加する大好きなイベントがありました。自分の仕事自体、昨今の若者を支援す

るということ、またアウトドア好きでもある私は、必ずというほど『ライラ研修』には毎年参加

しておりました。それはもう 10 年も前のことですが、その年グリーンピア津南で行われたライ

ラ研修は我がクラブの主催でした。いつものように会場にいきますと、面白そうな若者がたくさ

ん集まっていました。そして、その中にモンゴル人、インドネシア人、ロシア人と数人の日本人

がいる小グループを見つけました。 

声を掛けるとすぐに彼らと意気投合し、お友だちの一人となったモンゴル人の彼のおかげでその

数ヵ月後に人生初モンゴルへ旅することも出来ました。それもすごい出会いでしたが、もっとス

ゴイことはその若者グループの中にいた日本人の一人、現在の妻、恵美子さんとの出会いです！

まさか彼女とこれからの人生を共にすることになるなんて！！ 

出会いとは本当に不思議なものです。確かにその時ライラ研修に参加しなければ、今の結婚生活

もないでしょうし、私たちが授かった天使 2 人の存在もないでしょう。 

今、私の生活は色々な意味でロータリーのおかげなのです。 

その時から気がつき始めたことは『参加する分だけ価値がある』ということ。 

１０年前に津南へ行かなければ今の私の家族もない。 

また６年ぐらい前のことですが、大島パストガバナーにまた呼ばれ「チャーリー君、GSE を知っ

てるか？」と紹介され、その結果、グループスタディエクスチェンジのグループリーダーとして、

１カ月フィリピンへ行きました。 

日本から 5 人の若者が参加し、そのグループリーダーがアメリカ人だったのはフィリピンでちょ

っと不思議がられたことですが、そこでまたロータリーの力を知ることができました。 

今、その目の前にも色々な人道的支援が必要なフィリピン。当時務めながら、子どもへのワクチ

ンプロジェクト、孤児園の訪問、学校への教科書の寄付、それそれのプロジェクトにみんな本当
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に熱心だったのを感じました。また友情の面でも、ホスピタリティを大切にするフィリピンの国

民性もあったのだと思いますがロータリー精神（＝ロータリアン･スピリッツ）をしっかりと体験

させて頂きました。 

これも GSE プログラムに参加しなければ、ロータリーをもっと深く知ることもなかったかもし

れません。今回、中條委員長と一緒にフィリピンへ行ったのも、この陰です。まさに『参加する

分だけ価値がある』です。 

私の本来の仕事でも同じようなことを子どもたちに伝えています。 

I CAN は不登校支援の事業であって、学校に馴染めない子どもたちのための居場所です。 

不登校児でも色んなタイプがありますが、大体それぞれみんな同じような願望を持っています。

それは「友だちがほしい」ということです。部屋に閉じ込もってコンピューター画面だけ見てい

てもやっぱり友だちはやって来ないと思います。 

学校でなくとも、ボランティア、バイト、買い物など社会に参加し、きっかけはなんでもイイか

ら参加することで友だちを作るチャンスは増える。 

「仕事が欲しい」と思うだけでテレビゲームばかりしていても、どこかの会社の社長がわざわざ

部屋まで訪ねて来て仕事を依頼するわけがない。ハローワークに出向いたり、もしかしたらいつ

ものスーパー、本屋さんなどに出掛けるなど街に参加することで、それなりの情報がゲットでき

るかもしれません。 

彼氏、彼女などパートナーが欲しいのも同じこと。「わざわざあなたの部屋まで素敵なお姉さんは

やって来ないよ」と、高校生にアドバイスしたこともあります。 

参加する分だけ価値がある。 

不登校児は現在全国で 3％くらいだそうです。原因はそれぞれですが、みんなが想像するより実

は｢普通の子｣です。きっと皆さまの親せきや近所などまわりでも学校に行かず休みを取っている

お子さんがいるかもしれません。残念ながら、誰もが想い描くように同じペースで子どもたちが

育っていくとは限りません。しかし、そのような子どもたちや若者を見かけましたら、眉をひそ

める前に、ぜひ彼らが参加できる環境、コミュニケーションの場、そして信頼できるチャンスを

与えてはいかがでしょうか。 

社会に参加できる彼らは、きっとその分の価値を感じて、ある日、私たちの未来に、社会に貢献

できる存在にだってなれるはずです。 

 

 

 

 
９年間続いた会社を整理した。若い会社であるが１回も黒字にならなかっ

た。９年の間、３人も社長が替わったのであるが、軌道に乗らなかった。

理由としては、市場調査不足、就任した社長達が良くない、資金が続かな

い等、いろいろあったが、一番悪いのはオーナーの私が悪いのである。 

私の心のどこかに絶対成功してやろうという強い思いが足りなかったので

はないか！今まで経験したことが無い業界（厨房機器）であったために、

失敗しても業界知人があまりいないので、私の自尊心がさほど傷つかない

等である。ある厨房メーカーからの話で新潟に事務所を構え、９年前では

最新の厨房機器を揃えたショップを作り、初期投資でお金を掛け営業展開

したのであるが無念の一言である。 

今まで二つの会社を任意整理してきた。いずれも経験した事の無い他産業

であった。本当に商売道楽というのは、あっという間に多くのお金を費や

すものである。 

もう６２才、今の仕事を地道に行こうと思う今日この頃である。 

佐藤 弘志 


